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1.はじめに 

吾妻山の大穴火口周辺では、近年地震活動が２～３年の周期で活発化・静穏化を繰り返している。ま

た、気象庁の GPS 観測では、この地震活動に伴った数 cm の膨張・収縮の地殻変動が観測されている。 

今回、地球観測衛星「だいち」に搭載されている合成開口レーダーPALSAR を用いて、山頂付近の地殻

変動の検出を試みたので報告する。 

 

2.使用データ 

 本報告で使用したデータは次のとおりで、撮像日の時系列を第１図に示す。 

 ・アセンディング軌道： 

パス 404-フレーム 740、オフナディア角：34.3 度 

観測日（モード）：2006.6.6（FBS）、2008.9.11（FBD） 

 ・ディセンディング軌道： 

パス 54-フレーム 2860、オフナディア角 41.5 度 

観測日（モード）：2006.5.21（FBD）、2006.7.6（FBD）、2008.7.11（FBS） 

パス 58-フレーム 2860、オフナディア角 34.3 度 

観測日（モード）：2006.6.12（FBS）、2006.7.28（FBD）、2006.9.12（FBS） 

2007.4.30（FBS）、2008.9.17（FBS） 

 

3.解析結果 

2006 年５月から 2008 年９月までのデータを使用して干渉処理を行った。データペアの時系列とそれ

ぞれの干渉結果は第１図および第２図に示す。地震活動が活発化した期間を挟むペアにおいて、大穴火

口周辺での地殻変動が検出されたが、特に干渉条件の良かった 2006/7/6-2008/7/11（第２図-F）のペア

において、明瞭に検出された。変動量は衛星に近づく方向に最大で約３cm 程度で、水平方向の地殻変動

がないと仮定すると最大約５cm 程度の隆起に相当する。それ以外のペアについても位相変化の検出は可

能であったが、軌道間距離が良いにもかかわらず、主に気象の影響と考えられるノイズが重なっており、

変動量の見積もりまでは出来なかった。 
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第１図 ALOS/PALSAR 撮像日と干渉画像ペアの時系列 

●：アセンディング軌道、●：ディセンディング軌道 

赤枠は地震活動が特に活発な時期を示す（英字は干渉ペア）。 
Fig.1 Time series of the InSAR pair and acquisition date of ALOS/PALSAR 

●：Ascending orbit, ●：Descending orbit, where red rectangle shows term of active volcanic earthquake in 
particular and alphabet shows interferometric pairs in Fig.2. 

 
 

 
第１表 ALOS/PALSAR 撮像日の天候（福島地方気象台による） 

Table.1  Weather condition at Fukushima L.M.O at acquisition date of ALOS/PALSAR 
Date Weather Humidity visibility Wind orbit Pair 

2006.05.21 Fine 43% 25km NW 4.5m/s Descending E 

2006.06.06 Cloudy 78% 8km NE 3.2m/s Ascending B 

2006.06.12 Cloudy 79% 8km calm 0.2m/s Descending C 

2006.07.06 Cloudy 84% 6km NE 0.8m/s Descending F 

2006.07.28 Cloudy 92% 5km W 0.9m/s Descending A 

2006.09.12 Rainy 93% 1.7km NNE 1.4m/s Descending D 

2007.04.30 Clear 60% 20km NE 3.3m/s Descending A 

2008.07.11 Rainy 83% 6km SW 1.7m/s Descending E,F 

2008.09.11 Rainy 88% 7km NE 3.8m/s Ascending B 

2008.09.17 Clear 81% 7km ESE 1.7m/s Descending C,D 
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第２図 吾妻山周辺の干渉画像 

図中の○は GPS 連続観測点、◎は GPS 繰り返し観測点。大穴火口周辺で衛星に近づく方向の地殻変動が認め

られる（A～Eは気象ノイズによると思われる位相変化の影響が大きい）。 
Fig.2  Interferogram images around the Mt.Azuma 

○ is GPS regular observation point, ◎ is GPS campaign observation pointThe crustal deformation toward the 
satellite in the radar line-of-sight direction can be seen around O-ana crater of Mt.Azuma.  There is much influence of 
weather noises except Fig. F.   

35


